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	スライド 1: 保護者のレスパイトケアを通した児童虐待の発生予防 
	スライド 2: 団体概要
	スライド 3: 助成事業背景
	スライド 4: 助成事業の背景
	スライド 5: 実施内容
	スライド 6: 得られた成果
	スライド 7: 残された課題とその要因
	スライド 8: 今後の対策（新たな受益者の課題、ニーズ）

